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Abstract. The congenital cardiovascular anomalies in large and medium sized animals are reviewed. The 

incidences of cardiovascular anomalies were 0. 2 to 4.1%o among the animals in the reviewed reports. The most 

common anomalies were ventricular septal defect (VSD), tricuspid atresia and tetralogy of Fallot in the horse ; 

VSD, double outlet right ventricle and tetralogy of Fallot in the cattle ; VSD, atrial septal defect, endocardial 

cushion defect and aortic stenosis in the swine ; VSD and tetralogy of Fallot in the sheep respectively. The agent 

of cardiovascular anomalies was unknown. 
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は じめ に

大 ・中型動物における心大血管奇形 は治療の

対象になるものが少ないためか,系 統的な研究

はほ とんどなされていない。ここでは著者が可

能なかぎり収集 した文献例から,こ れらの動物

における心大血管奇形について概説する。

1.発 生率

心大血管奇形の発生率は調査対象や報告者によ

り種々である(表1)。

一般に,食 肉用屠体や食肉処理場で得られた

胎子では心大血管奇形の発生率 は低いが,死 亡

または淘汰されて剖検 されたグループ,さ らに

種々の先天異常のために淘汰 されたグループな

どにおける発生率 は高い傾向を示す。同一報告

者による調査(表1中 の*印)で 動物種間の発

生率の差を見 ると,ウ シではウマやブタに比べ

て心大血管奇形例が若齢時 に死亡,ま たは淘汰

されていることが うかがわれる。また死亡 した

ブタに関する報告で,死 亡時の年齢 と心大血管

奇形の発生率の関係を見 ると,20日 齢以下で

は15.7%g29-56日 齢では28.9%,57-110日 齢

では26.5%,111-180日 齢では16.9%,181日 齢

以上では0.7%,一 方,死 亡 時体重 との関係で

は 体重2-15kgで は0.7%,16-50kgで は0.4

%,50kg以 上では0.3%で あり,当然の こととは

思われるが,心 大血管奇形例 は生後早い時期に

死亡するものが多いようである。

2.奇 形の種類と頻度

ウマ,ウ シ,ブ タおよびヒツジに見られる心

大血管奇形の種類 と,そ れ らの頻度 を表2に 示

した。 ウマの心大血管奇形 に関する報告はほと

ん ど全てが症例報告であったので,入 手 し得た

全ての報告例を集計 した。 ウシでは萩尾 ら6ηの

宮崎大学における剖検例から卵 円孔開存 を除い

た80例 と,松 川17)の酪農学園大学における剖検

例 から卵円孔開存 を除いた46例 の計126例 を分
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表1大 ・中型動物の心大血管奇形の発生率(%)

(カ ッコ内は文献番号)

表2心 大血管奇形の種類と頻度(カ ッコ内は%)

*そ の うち7例 は心室中隔欠損上 に大動脈が騎乗 し
,肺 動脈狭窄を伴わないいわゆるEisenmenger

 Complexで あ る。
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類 した。ブタはBilleetal.の 剖検例から卵円

孔開存を除いた78例 とLiang et al.の 剖検例

62例 の計140例 について分類 した。ヒツジは文献

例71例 に著者 らの経験 した心室中隔欠損の1例

を加 えた72例 を分類 した 。なお,二 種以上の心

大血管奇形を合併する症例が多かったが,そ れ

らは主病変 と思われる異常に基づいて分類 した。

ウマ,ウ シ,ブ タおよび ヒツジのいずれの動

物でも心室中隔欠損が最も多 く発生している。

次いで多いのがウマでは右房室弁閉鎖 とファロ

ー四徴 ,ウ シでは両大血管右室起始(図1)と

ファロー四徴である。ブタの剖検例では心室中

隔欠損に次いで多いのは心房中隔欠損 と房室管

奇形(心 内膜床欠損)で ある。 しかし,食 肉検

査所で収集されたブタの奇形心では大動脈弁下

狭窄(図2)が 最 も多い 。このブタの大動脈

弁下狭窄の大多数例は肥大型心筋症であり,そ

図157日 齢の黒毛和種牛に見られた漏斗部心

室中隔欠損を伴 う両大血管右室起始,前

方 より見る。

図26カ 月齢,去 勢オスの食肉川屠体で検出

された大動脈弁下狭窄,左 心室の流出路

を右側 より見る。

の病変は進行性であるため,幼 若剖検例 より食

肉検査所例で高頻度に出現するものと考えられ

る。

以上の動物以外の動物 における心大血管奇形

の報告は乏 しく,列 挙すれば次の とおりである。

ライオンの肺動脈狭窄 と左前大静脈遺残 の

各1例,ト ラの心房中隔欠損の1例,ア ザラシの

大動脈縮窄の1例,ロ バの左前大静脈遺残の1

例,ラ マの総動脈幹,両 大血管右室起始および

ファロー四徴の各1例,シ カの大動脈狭窄の1

例,ヤ ギの心室中隔欠損5例 と二重 後大

静脈の1例,サ ルの心房中隔欠損,動 脈管開

存 および左前大静脈遺残 の各1例,コ アラの

心房中隔欠損の1例 な どが知 られている。な

お,著 者 らは1日齢で死亡 したラクダで心室中隔

欠損を伴わない左房室弁閉鎖 と両大血管右室起

始が合併 した左心低形成症候群(図3)を 経験

した。
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図31日 齢で死亡 したオスのラクダで検出さ

れた左心低形成症候群,左 前方より見る。

3.診 断 と治療

獣医学の領域 にも超音波診断装置が導入 され,

大 ・中型動物で も心奇形の正確な生前診断が可

能になった(本 誌,萩 尾光美氏参照)。

心大血管奇形 と診断された ウマ とウ

シ でそれらの外科的矯正が試みられてい

るが,成 功例 は門脈体循環短絡の ウマ とウ

シ の各1例 のみである。運動能力が要求 される

ことが多いウマや産業動物であるウシでは心奇

形 と診断されると早期に淘汰 されることが多 く,

他の動物 は生前に心奇形 と診断された例 はない。

4.発 生原因

ヒトでは心奇形の85%以 上は原因不明である

が,妊 婦の風疹 ウイルス感染やthalidomide摂

取,染 色体異常によるDown症 候群,遺 伝な ど

によって心奇形が発生す ることが知 られてい

る 。また,妊 娠 したラットやウサギにX線 照

射,ビ タミンA欠 乏飼料,ビ タ ミンB2欠 乏

飼 料,葉 酸 欠 乏 飼 料 な ど の 給 与,

thalidomideやbisdiamineな どの薬物投与,

trypan blueの ような色素投与 を行 うとその

胎子に心奇形が誘発 されることが知 られている。

大 ・中型動物では染色体異常 と心奇形が合併

していたウシ と遺伝性が疑われたウマ,

ウシ およびヤギ の心奇形の報告がある

が,心 大血管奇形の発生原因はほとんど明らか

にされていない。妊娠ウシがアカバネウイルス

やチュウザンウイルス,ア イノウイルスなどの

ウイルス や原虫 に感染 した場合,ま た妊娠

ウシが ビタ ミンA欠 乏飼料 を給与 された場

合 な どにはそれ らの胎子に先天性異常が現

れるが,そ れ らの異常は中枢神経 と骨格筋であ

り,心 臓の異常 は認められていない。

おわ りに

大 ・中型動物 における心大血管奇形について

概説 した。ある動物種に特定の心奇形が発生し

ていることがうかがわれる。 しかし,研 究対象

としてあまり注 目されていないようで,大 ・中

型動物の心大血管奇形については不明な点が多

い。読者の一助 になれば幸いである。
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